














□ 図1 のように、 真空中に内半径 a(m) 、 外半径 b(m)の球殻があり、 球殻内では一様な電

荷が電荷密度p(C/m3)で分布している。 さらに、 球殻の外側表面に電荷密度a(C/m2)の面電荷

が厚みのない状態で一様に分布している。球殻内の誘電率はt:(F/m) 、真空の誘電率はE。(F/m)

とする。 中心点0からの距離を r(m)としたとき、 以下の問いに答えなさい。

なお、 導出過程及び単位も採点の対象とする。

(1) 以下の各領域の電界の大きさを、 電荷密度p(C/m3)とa(C/m2)を用いて求めよ。

①O<r<a ②a<r<b ③b<r

(2) r=b における電位を求めよ。 電位の基準は、 r=00にあるとする。

C。
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